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論文内容の要旨

G変換は荷電共役変換と荷電空間の第二軸に対する 180 0 の回転変換との合成変換であり，荷電空間でのパリティー

変換を意味する。例えば中性子の β崩壊はこの変換の下で陽子の 3崩壊へと変換される o β崩壊のハミルトニアンに

おいて， 0パリティー異常項として弱核子擬ベクトル流誘導テンソル項h知られているが，現在のところ比較的大き

な実験誤差の範囲内でゼロである。しかし，一般に電磁相互作用で，また鏡映核問の質量の違いまたは u ， d クオー

ク間の質量差に起因した小さなGパリティーの破れが否定されたわけではない。

本実験では純粋に核スピン整列した質量数 A=12 体系鏡映核 12 B (I" = 1 +, TV 2=20ms) , 12 N (I" = 1 +, TV2 

= llms) からの β線角度分布整列相関項を測定し，新たに fT の存在範囲を決定した。今回の実験における決定的な

改良点は次の三点である o まず，スピン制御に不可欠な知見をもたらす 12B ( 12 N) の Mg 金属中の超微細相互作

用を完全に明らかにし，核偏極から整列への変換に伴う系統誤差を無くした。次に，信頼のおける結論を導き出すた

めに実験的，理論的に系統的な補正及び、誤差について精密に評価した。最後に計数を積み重ね統計誤差を小さくした

ことである。

β崩壊角度分布整列相関項B2 を鏡映核について計測すれば fT を次の様に得る。

[すJexp =α-[住吉去)12B-(去長去)12NJ+ﾟy 

ここでよ4 は擬ベクトル流の主要項， αは弱磁気項， Eは 3線のエネルギー，ムy は 12B ， 12N 間の荷電非対称性から

発生する軸性電荷の非対称性である。 α'i 12B , 12N と共にアイソスピン三重項をなす 12C の励起状態からの 7 崩壊幅

から実験的に得， α= (4.02 士 0.03)/2M を用いた。

12B ( 12N) は阪大のパンデグラフにより加速されたビームを用いて核反応により生成した。反跳核は単結晶 Mg 中に

外部強磁場の下で埋め込まれ， この時反跳角を制限し同時に核偏極を得た。次に，磁気モーメントと外部強磁場の磁

気的相互作用，四重極モーメントと結晶中電場勾配の電気的相互作用の下で NMR を適用し偏極から整列への変換を

行った。最後に整列した核からの β線スペク卜ルを観測し，整列相関項を 3線のエネルギーの関数として得た。

得られた 12B ， 12N の整列相関項双方に同時に理論曲線のどフィットを行った。フィッテイングのパラメーターは
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2A~(T/ 14 と 0" である。 δ、は原子核構造に対する知見を与えるがこの論文では議論しな~'0 2A1fT/ムの解析には
ムy を理論的に取り入れた。この計算では最外殻核子の分離エネルギーを再現するモデルによって，ムy=0 .1 0 ::t O.05

を得た。よって fr の存在範囲を次のように決定した。

2M.ム二+O. 22::t O. 09(s凶)::t 0.15 (syst) ::t 0.05 (theor.) 
JA 

または

0.00 < 2M.丘 <0 似90 %CL) 
JA 

QCD Sum Rules を用いた理論計算は 2Mfr/ム= +0.0152 ::t 0.0053 と予言し，実験の下限と一致する O この計算の

枠組みで 2lvJfr/ fA は u クオークと d クオークの質量差に比例する o 今回の実験結果は 2111fr/ fl1 という量を通して，

U , d クオークの質量差という形で原子核内にクオーク自由度を定量できる可能性を示唆している。

今回の実験結果が持つ比較的大きな系統的な誤差を小さくするために，現在新しい実験が進行中である。

論文審査の結果の要旨

唱と 12Nβ 崩壊の β線角度分布におけるスピン整列依存項の相関係数を精密測定し， 2 係数の差から軸性ベクト

ル流の誘導テンソル項 fr を精度良く決定したo 擬ベクトル流主要項 fA との比として新しく 0.00< (2M jr/ム <0.43

(90% コンフィデンスレベル)を得てG ーパリティ異常項が既知の値より更に小さい事が再確認された。 M は核子質

量である。又，新たに fr が有限でありうることを示唆して，核内にクオーク質量差を見る方法を提案した。実験の

為に独自のスピン制御技術も開発した。よって博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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